
男子 20 人　女子 16 人

大任中学校１年１組

男子 19 人　女子 12 人

大任小学校１年１組

男子９人　女子 11 人

今任小学校１年１組
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3 2018. ５月号

永
原
町
長
施
政
方
針
表
明
こ
ち
ら
町
長
室

30
年
度
施
政
方
針

×

　平成 30 年４月１日から来年３月 31日までの１年間にどのような施策を行う
のか、町の進むべき指針を示すのが施政方針です。
　３月に行われた定例議会で、永原譲二町長が発表した平成 30 年度の施政
方針の中から主要施策を抜粋して紹介します。

住みたいまち・住み続けたいまち
誰もが住みたくなる大任町を築く

　
平
成
29
年
度
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
施
策
に
よ
り
国
内
景
気
が
回
復

基
調
に
あ
り
ま
し
た
。
大
任
町
で

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
し

た
が
、
永
原
町
長
が
関
係
機
関
と
の

交
渉
を
重
ね
、
大
任
町
が
推
進
し
た

数
々
の
施
策
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

は
じ
め
に

●
給
付
型
奨
学
金
制
度

　
田
川
広
域
連
携
事
業
で
あ
る「
給

付
型
奨
学
金
制
度
」は
、
成
績
が
優

秀
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
へ

の
進
学
が
困
難
な
人
を
優
先
的
に
選

考
し
、
返
還
の
必
要
が
な
い
奨
学
金

の
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。
平
成
29

年
度
は
大
任
町
か
ら
６
人
の
奨
学
生

が
選
考
さ
れ
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ

て
新
し
い
道
を
歩
み
出
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
実
現
し
た
こ
と

●
出
産
祝
金
制
度

　

子
育
て
支
援
事
業
お
よ
び
少
子

化
対
策
の
一
環
で
あ
る「
出
産
祝
金

制
度
」は
、
出
産
を
応
援
し
、
大
任

町
で
子
ど
も
た
ち
に
す
く
す
く
と
健

●
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道

　

地
域
の
核
と
し
て
町
を
支
え
る

「
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
」は
、
今

年
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
８
年
目
を
迎
え

ま
す
。
現
在
も
、
農
業
・
商
業
の
振

興
、
雇
用
確
保
の
場
、
介
護
予
防
事

業
の
推
進
の
場
と
し
て
、
物
産
館
や

温
泉
施
設
、
一
億
円
ト
イ
レ
、
子
ど

も
広
場
な
ど
が
大
い
に
活
気
づ
い
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
昨
年
か
ら
道
の
駅

の
隣
接
地
に
ミ
ニ
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
の
遊
具
を
備
え
た「
子
ど

も
広
場
」の
拡
張
整
備
の
計
画
を
推

し
進
め
て
い
て
、
数
年
の
う
ち
に
完

成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
町
内
に
公
園
な
ど
の
小
さ
な
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
施
設
は
あ
る
も
の

の
、
高
学
年
の
児
童
・
生
徒
が
遊
べ

る
施
設
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
こ
の
子
ど
も
広
場
は
、
高

学
年
向
け
の
遊
具
を
備
え
る
施
設
を

整
備
し
、
幅
広
い
年
齢
層
の
子
ど
も

達
が
自
由
に
遊
ぶ
場
所
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
任
町
の
子
育
て
環
境
の
整
備
お
よ

び
町
外
と
の
交
流
人
口
の
増
加
、
観

光
的
な
魅
力
の
向
上
も
図
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
進
め
る
こ
と

●
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

　

大
任
町
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

安
定
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
可
能
に
す
る

●
つ
ば
き
団
地
の
建
設

　
子
育
て
支
援
事
業
お
よ
び
町
内
へ
の

定
住
促
進
策
で
あ
る
下
今
任
地
区
の「
つ

ば
き
団
地
」は
、
す
で
に
32
世
帯
の
う

ち
22
世
帯
分
の
整
備
を
終
え
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
22
世
帯
が
入
居
を
開
始
し
、

残
り
の
10
世
帯
も
今
年
７
月
に
入
居
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

●
教
育
環
境
の
整
備

　
町
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に「
冷

暖
房
空
調
」「
電
子
黒
板
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
」の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

教
育
支
援
と
し
て
、無
料
学
習
塾「
お

お
と
う
未
来
塾
」の
対
象
を
小
学
校

一
年
生
ま
で
拡
充
し
、
子
ど
も
た
ち

の
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

―

―

（100,000 円×２年）

（100,000 円×５年）

50,000 円

70,000 円

200,000 円

500,000 円

第１子

第２子

第３子

第４子以降

出産祝金支給額一覧表 や
か
に
育
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
、

祝
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
大
任

町
の
出
産
祝
金
は
、
田
川
地
区
の
中

で
も
手
厚
い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事
業
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
活
性
化
や
学

校
教
育
の
充
実
、
近
隣
市
町
村
と
の

情
報
格
差
の
解
消
な
ど
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

●
し
尿
処
理
施
設
お
よ
び
埋
立
処
分

施
設

　
し
尿
処
理
施
設
で
は
、
昨
年
10
月

に
施
設
建
設
業
者
が
決
ま
り
、
現
在
、

建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
を
進
め
て

い
て
、
工
事
着
工
は
平
成
30
年
９
月

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
埋
立
処
分
施
設
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
っ
て

い
て
、
そ
の
分
析
結
果
に
よ
り
、
今

後
施
設
建
設
を
推
し
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

●
ご
み
処
理
施
設
建
設

　
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
建

設
予
定
地
の
用
地
買
収
が
終
わ
り
、

現
在
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
影
響

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合

わ
せ
て
施
設
整
備
基
本
計
画
も
策
定

中
で
す
。

2018. ５月号 2
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４
月
１
日
、
大
任
小
学
校
・
今
任
小
学
校
・

大
任
中
学
校
に
新
た
に
着
任
し
た
先
生
た
ち

の
着
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
着
任
し
た
先
生
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。（　
）
内
は
前
学
校

●
大
任
小
学
校

▼�

長
尾 

公
仁 

教
頭
先
生
（
赤
小
学
校
）

▼�

中
山 

謙
一 

先
生
（
今
任
小
学
校
）

▼�

桒
野 

美
佳 

先
生
（
市
場
小
学
校
）

▼�

栗
野 

竜
輝 

先
生
（
新
規
採
用
）

▼�

山
本 

晴
香 

先
生
（
新
規
採
用
）

▼�

井
出 

弓
子 

先
生
（
弁
城
小
学
校
）

▼�

永
野 

舞
衣 

先
生
（
勾
金
中
学
校
）

●
今
任
小
学
校

▼�

植
村 

徹
也 

校
長
先
生
（
勾
金
小
学
校
）

▼�

中
山 

茂 

教
頭
先
生
（
今
任
小
学
校
主
幹
）

▼�

長
尾 

佐
和
子 

先
生
（
川
崎
東
小
学
校
）

▼�

山
口 

由
一
郎 

先
生
（
大
任
小
学
校
）

▼�

木
下 

直
哉 

先
生
（
中
津
原
小
学
校
）

▼�

城
野 

晴
菜 

先
生
（
新
規
採
用
）

▼
森
下 

ひ
と
み 

先
生
（
大
任
中
学
校
）

▼
瓜
生 

宗
慶 

先
生
（
大
任
中
学
校
）

●
大
任
中
学
校

▼�

梅
林 

貴
幸 

先
生
（
赤
池
中
学
校
）

▼�

田
村 

彰
浩 

先
生
（
新
規
採
用
）

▼�

永
冨 

優
子 

先
生
（
新
規
採
用
）

▼�

籾
井 

佳
奈
美 

先
生
（
方
城
中
学
校
）

▼�

森 

真
莉
奈 

先
生
（
今
任
小
学
校
）

問
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係　

☎
63
・
３
１
１
０

歳入は、町税など自主的な収入となる「自主
財源」と、国や県により定められた額を

交付されたり、割り当てられたりする「依存財源」の
２つに分けられます。この自主財源が多いほど行政
活動の自主性と安定性を確保することができます。

一般会計予算　53億7,396万円

自主財源（19％）

依存財源（81％）

（  ）内は構成比

歳出は、使用する目的によって民生費（老
人福祉や子育て支援などに使われるお

金）や公債費（道路や公園、町営住宅などを整備す
るときに借りたお金の返済に使われるお金）、土
木費（道路や町営住宅などの整備や維持管理に使
われるお金）などの各項目に分けられます。
　本年度の主な事業は、道の駅子ども広場の拡張
整備や、光ファイバー網の整備などの予算を計上。
今後も計画的な経費削減を図りながら、「最小の
経費で最大の効果をあげる」より良いまちづくり
に取り組んでいきます。

効率的な事務事業の執行を図るため、町職員の異動を行いました。異動者は次のとおりです。（　）内は前職
問総務企画財政課 人事係　☎ 63-3000

職員の人事異動を行いました

異動・昇格・再任用【４月１日付】　
※敬称略
■課長
▶ �議会事務局長　鈴木 康裕（教育課長）
▶福祉課長　杉原 博文（事業課長兼水道課長）
▶ �産業経済課長兼事業課長兼水道課長　松本 英明（産業経
済課長兼特産品開発課長）

▶教育課長　内村 幸男（教育課 副課長）
▶福祉課 副課長　楠木 英二（住民課 副課長）
■課長補佐
▶ �福祉課 課長補佐兼国保年金係長　穂束 賢一（住民課 課
長補佐）

■係長
▶ �住民課 戸籍衛生係長　岩下 啓一（住民課 戸籍衛生係長
兼国保年金係長）

▶ �教育課 係長兼給食センター所長　田河 伸幸（教育課 学
校教育係長兼給食センター所長）

▶ �福祉課 福祉係長　藤村 正宏（住民課 福祉係長）
▶ �事業課 住宅係長　﨑野 ゆかり（事業課 住宅係）
■主事・労務員
▶ �総務企画財政課　山本 麻美（議会事務局）
▶教育課　植田 由香（総務企画財政課）

▶ �総務企画財政課兼し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建
設室　植高 梢（総務企画財政課）

▶ �産業経済課兼農業委員会　方志 孝輔（総務企画財政課）
▶福祉課　大場 香織（総務企画財政課）
▶ �総務企画財政課兼株式会社おおとうニンニク食品　
　荒木 直也（総務企画財政課）
▶ �総務企画財政課兼議会事務局　土谷 莉紗（税務課）
▶総務企画財政課　松本 幸子（教育課）
▶福祉課　西藤 宏輔（住民課）
▶福祉課　村上 晴香（住民課）
▶福祉課　沖島 圭子（住民課）
▶福祉課　朝部 千菜実（住民課）
▶福祉課　宮本 知有（住民課）
▶福祉課　仲摩 佳那（住民課）
▶福祉課　坂東 夢美（住民課）
■再任用
▶ �福祉課兼福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部事務長　

奥田 圭子
▶ �総務企画財政課兼会計管理者兼し尿処理兼じん芥処理兼
埋立処分施設建設室長　桑野 敏朗

■退職者【３月 31 日付】
▶議会事務局長　矢吹 伸二

人事ニュース

新
し
い
先
生
を
迎
え
て
着
任
式

大任小学校今任小学校大任中学校

平成 29 年度 平成 30 年度

住民課（戸籍・衛生・福祉・国保年金係） 住民課（戸籍・衛生係）　福祉課（福祉・国保年金係）

産業経済課・特産品開発課 産業経済課

平成30年度機構改革

特別会計とは、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して
経理する会計です。①、②、④は主にみなさんが支

払う保険税や水道代などでまかなわれています。平成28年度に
新設された、③し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業特
別会計については、引き続き建設工事に取り組んでいきます。

地方債（借金）残高
区分 平成 28 年度末 平成 29 年度末（見込）

一般会計 94億5,690万円 93億9,013万円

区分 平成 28 年度末 平成 29 年度末（見込）

一般会計 32億7,449万円 33億4,554万円

基金（貯金）総額
本年度 対前年度増減額

 国民健康保険事業
 特別会計 6億8,243万円 ▲2億3,631万円

 後期高齢者医療
 特別会計 6,935万円 ▲120万円

 し尿処理・じん芥
 処理・埋立処分施設
 建設事業特別会計

74億6,502万円 43億9,307万円

 水道事業会計 １億6,238万円 ▲2,437万円

特別会計予算　83億7,918万円

①

②

③

④

平成30年度予算総額

137億5,314万円
　本年度の一般会計予算は昨年度と比べ、約１億 1,997 万円減額し、歳出削減に
力を入れた当初予算を編成。特別会計をあわせた予算総額、約 137 億 5,314 万円
で平成 30 年度のまちづくりに取り組んでいきます。

教育費
３億 1,204 万円

歳出
農林水産費

6 億 6,189 万円

民生費
10 億 347 万円

土木費
10 億 5,823 万円

公債費
11 億 9,421 万円

総務費
6 億 4,022 万円

その他
1,488 万円

議会費
7,353 万円

衛生費
１億 6,635 万円

諸支出金
１億 3,186 万円

消防費
１億 1,728 万円

歳入
地方交付税

17 億 8,419 万円
地方債

13 億 8,926 万円

国庫支出金
８億 2,376 万円

県支出金
２億 3,349 万円

3,065 万円
その他

2,268 万円

地方譲与税 繰入金
４億 3,794 万円

町税
３億 5,276 万円

使用料及び手数料
１億 1,061 万円

諸収入
6,253 万円

分担金及び負担金
3,365 万円

その他
2,002 万円

※地方債償還額の一定割合が地方交付税として交付されるものが多く、
試算ではこの地方債残高のうち約 65 億円の交付が見込まれています

地方消費税交付金
7,242 万円

2018. ５月号 4
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　３月 22 日、大任中学校で「夢を力に 2018 プロジェクト」
が行われ、サッカー部員 17 人が参加しました。このプロジェ
クトは、全国各地から集まったサッカー日本代表への応援メッ
セージで超巨大応援フラッグを作成し、５月 30 日に開催さ
れる「キリンチャレンジカップ 2018」にて、日本史上最大の
応援を実現することを目的としています。
　参加したサッカー部員は「みんなの思いを胸に」「最後まで
諦めるな」など、一人ひとりが気持ちを込め、サッカー日本
代表へのメッセージを応援フラッグに書き込みました。

夢を力に2018プロジェクト
大任中学校サッカー部が応援フラッグを作成

▼応援の輪を広げ、声を集める。大任中学校サッカー部による応援フラッグ

　４月６日、大任町役場で「春の交通安全祈願祭」が行われま
した。祈願祭には、警察関係者や学校関係者、町の議会議員
など約30人が出席し、交通事故防止の決意を新たにしました。
祈願祭の締めくくりに浦野幸治副町長は「全国一斉の春の交
通安全運動が 10 日間行われます。皆さま街頭指導など、ご
協力をよろしくお願いいたします」とあいさつ。
　式典終了後、町内全体に交通安全を呼びかけるパレードを
行い、道の駅で交通安全啓発用チラシを配布しました。今後も、
安全運転を呼びかけ、交通事故の起きない町を目指します。

交通事故ゼロを目指して
春の交通安全祈願祭を開催

▲役場庁舎内で祈願祭が行われ、関係者一同は交通事故防止を願いました

　４月６日、どんぐり保育園が「花まつり」を実施しました。
花まつりは、小さな御堂を花で飾り、天上天下を指さした誕
生仏をお参りして甘茶をかけるというものです。ばら、すみ
れ組の園児たちは、白象に乗せた花御堂を引いて、東白土地
区を通って梅田地区まで歩きました。また歩いていると、地
域の人が園児たちが来るのを待っていて、園児たちは地域の
人に甘茶をふるまいました。
　このようにどんぐり保育園では、園児たちが家庭と同じよう
に安心感をもって、のびのびと活動できる環境を築いています。

お釈迦様の誕生を祝う
どんぐり保育園が花まつりを実施

▼英彦デイサービスセンターで地域の人に甘茶をふるまう園児たち

　ＪＴＢ九州が平成筑豊鉄道や田川広域観光協会などの協力
を得て、毎週土曜日に期間限定で運行を行っている「里山列
車紀行ひとつ星」。ひとつ星は、田川伊田駅を出発し、油須
原駅、直方駅、金田駅を巡り、各駅で大任町を含む地元特産
品の試食および購入ができる里山列車の旅です。また車内で
は、地元産の食材をフレンチシェフがアレンジした弁当や地
酒飲み放題などが楽しめることから人気で、当初予定してい
た３月までの予約が埋まり、６月 23 日まで延期されるほど
の人気を誇っています。

地域の魅力を再発見する旅へ
里山列車紀行ひとつ星が運行

▲大任町は、毎週土曜日の13時頃に油須原駅にて特産品の販売を行っています

べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
任
小

学
校
６
年
生
の
佐
藤
史
弥
さ

ん
、
長
原
琥
珀
さ
ん
、
早
川
哲

生
さ
ん
の
３
人
が
堂
々
と
選
手

宣
誓
。
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
の

幕
が
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
は
B
＆
G
上
屋
付
多
目
的

広
場
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
B
＆
G
財
団
の

菅
原
悟
志
専
務
理
事
を
迎
え
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り

が
行
わ
れ
、
記
念
す
べ
き
日
を

祝
い
ま
し
た
。

　
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
史

上
最
多
と
な
る
２
千
４
３
８
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
。
各
種
目

に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ー

ス
の
沿
道
か
ら
は
多
く
の
声
援

が
ラ
ン
ナ
ー
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
大
任
町
商
工

会
に
よ
る
、
温
か
い
し
じ
み
汁
が

無
料
で
配
布
さ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
や

訪
れ
た
人
で
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
会
の
最

後
に
は
、
豪
華
景
品
が
当
た
る

ワ
ク
ワ
ク
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

読
み
上
げ
ら
れ
る
番
号
に
一
喜
一

憂
す
る
参
加
者
の
姿
が
み
ら
れ

る
な
ど
、
今
年
も
大
い
に
盛
り
上

が
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

史上最多出走者数

2,438人を記録
春
の
代
名
詞
と
な
っ
た
花
と
し

じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン

　

４
月
８
日
、「
第
28
回
花
と

し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ

ン
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
レ

イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、
町
内

外
か
ら
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
や

家
族
連
れ
な
ど
、
５
千
人
以
上

が
集
結
。
大
任
町
商
工
会
女
性

部
が
結
成
し
た「
Ｂ
ｉｇ 

Ｓ
ｉ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ 

Ｏ
Ｔ
Ｏ
姫
」
が
大

会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま

し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
永
原
譲
二
町

長
が
参
加
者
に
対
し
、
大
任
町

を
代
表
し
て
歓
迎
の
言
葉
を
述

2018. ５月号 6
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　平成30年度４月分から大任町在住世帯の保育料を
これまでの減免率よりアップしました。また、町外の
保育所へ通っている世帯の保育料は国基準の保育料が
適用されていましたが、平成30年度から大任町の保育
料が適用されるようになり、子育て世帯の負担が軽く
なりました。
　さらに、所得の階層区分を町独自に細分化し、国の
基準よりも年齢や所得割額によっては２万円以上減額
となる階層があります。例）４歳標準　所得割額17万
円の世帯→国：58,000円　大任町：30,600円
問 福祉課 福祉係　☎63・3004

子育て世帯の負担を軽く
そして保育料の減免アップへ
大任町在住世帯の保育料が安くなります

町外の保育所へ
通う場合も適用

平成30年度大任町保育料基準額表

※同時入所している場合の２人目は上記の半額、３人目以降は０円となります。ただし、年収約
360万円（所得割学77,101円）未満相当の世帯については、多子カウントにおける年齢制限を撤廃し、
ひとり親世帯等については２人目以降０円とする

階
層
区
分

幸
せ
な
生
活
を

　
　
　

支
え
る
総
合
健
診

▼
と
き  

６
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

国
保
特
定
健
診
の
流
れ

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

必
要
な
検
査
に
な
り
ま
す
。

国保集団特定健診・がん検診の案内
■
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

町
内
在
住
で
、
平
成
29
年
４
月

１
日
現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
～
74
歳
ま
で
の
人
は
、

町
が
実
施
す
る
特
定
健
診（
５
０
０

円
）を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
個
別
健
診

　

個
別
健
診
に
つ
い
て
は
集
団
健
診

後
、
受
診
券
を
自
宅
へ
送
付
し
ま
す

の
で
、
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に

田
川
市
郡
の
医
療
機
関（
一
部
を
除

く
）で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
生
活
保
護
受
給
者

　

町
が
行
う
集
団
検
診
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
対
象
年
齢
は
40
歳
以
上

に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
を
す
る
際

に
は「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」が
必

要
で
す
。

■
全
国
健
康
保
険
加
入
者
の
扶

養
家
族
の
人（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

各
医
療
保
険
者
が
指
定
す
る
健

診
機
関
も
し
く
は
、
町
が
行
う
集
団

健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」と
は
、

75
歳
以
上
の
人
、
一
定
の
障
害
が
あ

る
65
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。
該

当
者
に
は
、
４
月
下
旬
に「
受
診
票
」

と「
案
内
」を
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
、
健
診

が
実
施
さ
れ
る
医
療
機
関
に
直
接
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
が
な
い
場
合
は
再
発
行
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

「
が
ん
検
診
」は
加
入
し
て

い
る
保
険
に
関
係
な
く
受
診

で
き
ま
す

　

肺
が
ん
、
胃
が
ん
な
ど
の
検
診

は
、
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
受
診
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
が
ん
検
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

健診項目 対象者 料金
特定健診 国保加入者   500円
健康検査 後期加入者   500円

肺
が
ん
・
結
核

痰（たん）検査
40歳以上（喫煙指
数が600以上など）

  500円

胸部レントゲン
（65 歳以上結核検診）

40歳以上   500円

心不全マーカー（採血） 40歳以上 1,000円
胃がん（バリウム） 50歳以上 1,000円

※２ 胃がん（カメラ） 50歳以上 1,000 円
胃がんリスク検査（採血） 40歳以上 1,000円

大腸がん 40歳以上   500円
前立腺がん（採血） 50歳以上・男性 1,000円

子宮頸がん 20歳以上・女性   500円
子宮頸がん＋ HPV

（ヒトパピローマウィルス）
30 歳以上の女性 1,000円

乳
が
ん

エコー検査 40歳以上・女性 1,000円

マンモグラフィー 40歳以上・女性 1,000円
B 型・C 型肝炎血液検査

※受診は一度限り
40 歳から５年ごとに

無料
1,000円

腹部エコー検査 40歳以上 1,000円
歯科健診 40 歳以上 無料

骨粗しょう症
40 歳以上・女性

5 歳ごと 70 歳まで
1,000円

※１ アミノインデックス 40 歳以上 ２万円

※�胃がん、子宮頸がん、マンモグラフィーは原則２年に１度です

健診・検診一覧表

※�１. 過去にがんと診断された人は受診できません

※�２. 胃内視鏡胃カメラ検査については、医学協会附属診療所へ
受診に行ってください

８
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ  

大
任
町
役
場

▼
申
し
込
み

　

５
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

問
住
民
課 

衛
生
係 

☎
63
・
３
０
０
３

2018. ５月号 8
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介護保険料の収納が便利に
コンビニエンスストアが利用できます

●コンビニエンスストアでの利用について
　介護保険料普通徴収の決定通知書は、
例年７月末に郵送していますが、今年から
保険料の支払いがコンビニエンスストアで
もできるようになりました。
　これまでは平日の日中に指定の金融機
関・役場窓口などでしか支払いができませ
んでしたが、これからは夜間・休日でもコ
ンビニエンスストアで支払いができますの
で活用ください。
●下記の場合はコンビニエンスストア
での取り扱いができません
・納付期限を過ぎたもの
・コンビニエンスストア用のバーコードが
消されたり、破れたりしているもの
・金額を手書きで訂正したもの
●取り扱いのコンビニエンスストア
セブンイレブン、ローソン、サンクスなど
問福祉課 福祉係　☎ 63・3004
問福岡県介護保険広域連合
☎ 092・643・7055

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町

税（
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
）は
、
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
の

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
財
源

で
す
。
こ
の
町
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
税
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
内
に
納

付
さ
れ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
督
促
状

を
送
付
し
納
税
を
促
す
ほ
か
、
そ
れ
で
も

納
税
に
応
じ
な
い
場
合
は
給
与
、
預
貯
金
、

動
産
、不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
も
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
滞
納
整
理

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
費
用
も
皆
さ
ん
の
税
金
か
ら
支
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
税
を
有
効
活

用
す
る
た
め
に
も
、
納
期
限
内
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
の
各
町
税
の
納
期
限
は
下
表

の
と
お
り
で
す

問
税
務
課　
☎
63
・
３
０
０
２

町
税
の
納
期
限
内
納
付
の
お
願
い

　５月初旬から大任町産桜マンゴーの出荷を開始する予定です
　おおとう観光農園で栽培を行っているマ
ンゴーを、５月初旬から下旬にかけて道の
駅おおとう桜街道で販売する予定です。農
園の職員が愛情を込めて栽培しているマン
ゴーは、糖度が高く甘いと大好評。昨年を
上回る出来栄えとなっていますので、ぜひ
お試しください。
問産業経済課　☎ 63・3001

　福岡県民共済が誠慈学園に日産セレナを寄贈
　２月27日、児童養護施設・誠慈学
園が福岡県民共済から日産セレナの
寄贈を受けました。誠慈学園の園長
を務める小松智さんは「多くの支えが
あり、今年２台目の車をいただきまし
た。子どもたちのために有効に使わ
せていただきます」と話しました。
問誠慈学園　☎63・2573

Information
事前予約が必要です

身体障がい者巡回相談（予約制）

　福岡県では、身体障害者（児）を対象と
した巡回相談を実施します。
■とき　５月29日㈫　10時～ 15時

（受付：９時30分～）
※12時～ 13時は診察を行いません
※予約人数が20人以下の場合は、午前中
で終了します
■ところ　添田町オークホール
■相談内容　肢体不自由の補装具費の新規
支給、再支給、修理の要否判定、処方など
※補聴器、電動車椅子の判定や身体障害者
手帳の診断書の作成などは行っていません
※事前に予約が必要です
■事前予約締切　５月10日㈭　17時
■必要なもの　印鑑、身体障害者手帳
※必ず本人が来場し、前回交付を受けた補
装具を持参してください
問福祉課 福祉係　☎63・3004

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
指
定
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
納
税
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

５
月
初
旬
に
送
付
す
る
納
税
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限　

５
月
31
日
㈭

問
福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
２
２

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

1 期 2 期 3 期 4 期

町県民税 平成30年
７月２日

平成30年
８月31日

平成30年
10月31日

平成31年
１月31日

固定資産税 平成30年
５月31日

平成30年
８月31日

平成30年
10月31日

平成30年
12月25日

軽自動車税 平成30年
５月31日 ー ー ー

町税
納期

　

福
祉
課
で
は
、
国
民
健
康
保
険
と
後

す
こ
や
か
ラ
イ
フ
モ
ニ
タ
ー
募
集

・
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度
の
案
内

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば

学
生
も
加
入
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
場
合
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

・
対
象
者
お
よ
び
条
件

　
対
象
者
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
各
種
学
校（
修
業
年
限

１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に
在
学
す

る
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
下
記
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額

以
下
で
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

・
承
認
期
間
と
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。
ま

た
、
承
認
を
受
け
た
翌
年
度
も
在
学

予
定
で
あ
る
場
合
は
、
３
月
末
に
基

礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書

が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
同
一
学
校
に
在
学
し
て
い
る

〈前年の所得基準額〉　118 万円＋（扶養親族などの数× 38 万円）

６

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

人
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す（
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
か
学
生
証
の
写
し
の

添
付
は
不
要
で
す
）。

　

た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
か
っ
た

人
や
在
学
す
る
学
校
な
ど
が
変
わ
っ
た

人
は
、
改
め
て
学
生
証
の
写
し
や
在
学

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
は
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
を
作
成

し
て
送
付
し
ま
す
。

※
自
営
業
・
学
生
な
ど
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
は
月
額
１
万
６
千
３
４
０

円
で
す

問
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

　
田
川
市
川
渡
り
神
幸
祭
の
交
通
規
制

に
伴
い
、
次
の
地
図
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
乗
降
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
出
発
時
間
は
伊
田
駅
発
の
時
刻
で
運
行
し

ま
す

神
幸
祭
に
伴
う
バ
ス
の
路
線
変
更

■
と
き　

５
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰

■
変
更
点　

伊
田
駅（
変
更
前
）→
無
量

寺
保
育
園
の
横（
変
更
後
）

問
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル（
大
任
町
社
会

福
祉
協
議
会
）　

☎
63
・
４
８
２
８

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
ラ
イ
フ
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。内
容
は
、１
年
を
通
じ
て「
道

の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
」の
薬
石
浴
を
利

用
し
、
年
３
回
の
専
門
医
に
よ
る
診
察

を
受
け
、
体
調
の
変
化
を
報
告
し
て
も

ら
う
も
の
で
す
。

■
募
集
期
間　

５
月
１
日
㈫
～
21
日
㈪

■
参
加
条
件　

①
薬
石
浴
に
月
10
回
以

上
行
け
る
人
。
②
保
険
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
な
い
人
。
③
特
定
健
康
審
査
を

受
け
る
こ
と
。
④
専
門
医
か
ら
の
レ
セ

プ
ト
認
定
が
得
ら
れ
た
人
。

■【
国
保
】募
集
条
件　

40
歳
～
74
歳（
平

成
30
年
度
中
に
後
期
に
移
行
し
な
い
人
）

■【
後
期
】募
集
条
件　

主
治
医
の
許
可

が
得
ら
れ
た
人

■
定
員　
（
国
保
）10
人
・（
後
期
）10
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
新
規
の
人
を
優
先

し
、
モ
ニ
タ
ー
経
験
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、

ラ
イ
フ
モ
ニ
タ
ー
担
当
医
師
の
選
定
に
よ
り

決
定
し
ま
す

問
福
祉
課 

国
保
・
年
金
係

☎
63
・
３
０
０
４

　

4
月
13
日
、
春
の

交
通
安
全
運
動
に
伴

い
、
ゆ
め
マ
ー
ト
付

近
の
交
差
点
で
田
川

政
策
研
究
会
が
小
中

学
生
の
登
校
を
見
守

り
ま
し
た
。
今
後
も

安
心
安
全
の
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
総
務
企
画
財
政
課 

総
務
係

☎
63
・
３
０
０
０

子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る

2018. ５月号 10
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５月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

29 30 １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

CD
●オールタイムベスト 　　 　　               徳永 英明   　　
●CYCLE HIT 1997-2005　　 　　　　　　　 Spitz     　
●PONKICKIES BEST30　　　　　PONYCANYON     　
ＤＶＤ
●釣りバカ日誌２   　　　　　　　　　　　       朝原 雄三   監督
●レ・ミゼラブル               　　  トム・フーパー   監督
●怪盗グルーの月泥棒  　　　　　  ピエール・コフィン   監督

一般書
●天翔ける　　　　　　　　　　　  　　　葉室 麟    著
● 愛の夢とか   　　　　　　　　　　　　　　川上 未映子   著
● るるぶ奈良 19            　 TTB パブリック   発
児童書
●漫画君たちはどう生きるか　      　　　     吉野 源三郎　  作
● 火曜日のごちそうはヒキガエル   ラッセル・E・エリクソン　  作
●あがりめさがりめ　   　　　　　  　　　　　　　　                        つちだ のぶこ　  絵

の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

※そのほか、多数入庫しています

　6月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募
集します。次回の締め切りは５月18日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

ちゃん ３歳
Ｈ27年５月10日生まれ

安永・女の子

ちゃん ３歳
Ｈ27年５月６日生まれ

道善・女の子

町と地域をつなぐ糸

　３人で力を合わせ、町の特産品の一つである納豆と豆腐
を加工センターで製造しています。納豆は、大豆を20時間
から24時間水素水に浸し、膨らみ具合を整えています。ま
た、田川産の大豆を使用していて、タレも町のシンボルで
あるしじみエキスを使用しています。豆腐においても田川
産の大豆と水素水を使用していて、にがりの割合などを大
切にしています。そのほかにも金属探知機での検査やエアー
シャワーでの消毒を行うなど、衛生管理を徹底しています。

皆さんに安心安全の
納豆と豆腐を届けます

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

　嵐の湯（薬石湯）の一番の魅力はサウナと違って汗の量や質
が違い、爽やかな汗がでることです。利用者からは汗の量や
質に加え、腰痛や肩こりなどが良くなったという声も耳にし
ます。また、温泉にはあまり知られていない魅力があるんで
すよ。それは、奇数と偶数の月で温泉の性質が変わっている
ということです。奇数の月は、さらさらで疲労回復などに効
果があり、偶数の月は主に美肌の湯と言われています。皆さ
んもぜひ、さくら館に足を運び魅力を肌で実感してください。
問 道の駅おおとう桜街道さくら館　☎63・4126

嵐の湯には、健康に良い
水素水を完備しています

奥永研一さん
道の駅おおとう桜街道従業員

ちゃん ２歳
Ｈ28年５月12日生まれ

上今任・女の子

　去る４月11日の入学式で、本年度は31人の新１年生が仲間
入りしました。新入生にとってはとても長い式だったと思いま
すが、行儀良く一生懸命に話を聴いたり大きな声で返事をした
り、立派な態度での参加ができました。また、在校生を代表し
て入学式に参加した６年生は、きびきびとした姿や優しくお世
話する姿などで立派な最上級生ぶりを示してくれました。新入
生も保護者の皆さんも、優しく落ち着いた上級生の姿に安心し、
学校生活がとても楽しみになったことだと思います。新入生を
迎え、全校189名の“おおとうっ子”で、今年度も６年生を中
心に「にっこり挨拶・はっきり返事」「目を見て聞く・最後まで聞
く」「無言清掃・くつそろえ」をスローガンに、知・徳・体をグン
グン伸ばしていきたいと思います。ご家庭・地域の皆様の温か
いご理解とご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。
問教育委員会 学校教育係　☎63・3110

かわいい 31 人の新入生が仲間入り！

教 育 信通 大 校学任 小

大任町納豆・豆腐加工センター

vol .109 

▼平成27年まで郷土史誌「かわら」の数ページを執筆していた守田豊さん

歴史は奥が深くておもしろい
　「歴史にはよく分からない部分があり、その部分を自分
なりに考え、疑問を埋めていくことがおもしろいんです」
と笑顔で話してくれたのは守田豊さん。現在は、古代史や
民俗学について研究しています。
　守田さんは以前、田川市役所に在職していたときに職
場の仲間に呼びかけ、古代史研究会「卑弥呼の会」を設立。
そして市役所退職後には「田川高齢者事業団常任理事」や

「田川郷土研究会事務局長」など数々の役職を務めました。
現在は「世界鬼学会」の会員として古代史や民俗学の研究
を続けています。また長年の研究で得た知識を生かし、昨
年１月には田川地区観光連盟の依頼を受け、大任町公民館
で古代史について講演を行うなどの活動もしています。
　そんな守田さんに歴史に興味をもつようになったきっか
けを尋ねると「小学６年生のときに受けた南北朝時代の授
業がきっかけですね。授業の一部に疑問をもち、自分が納
得するまで調べたんです。そこから歴史に興味をもち始め、
現在まで研究を続けています」と話してくれました。一番
好きな時代は邪馬台国。「未知な存在である卑弥呼が好き
で、現在も邪馬台国について研究を続けています」と笑顔
で話してくれました。
　最後に町のイメージについて守田さんに尋ねると「春の
おおとうマラソンや夏の夏祭りなど多くの人が集まる町に
変わり、良い町だと思っています。本当に日ごろから永原
町長に感謝しています。私個人の意見としては、直線が続
く桜街道を生かし、町内者にかかしの出品を協力してもら
い、秋にかかし祭りを開催していただけるとうれしいです」
と思いを話してくれました。

守
も り

田
た

 豊
ゆたか

さん （富士見ヶ丘）

クローズ・アップ

−古代史・民俗学研究− vol .139

2018. ５月号 12



15 2018. ５月号

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故    14 件 （38 件）
●人身事故    ４ 件 （10 件）
●死亡者数    ０ 件 （１件）
●負傷者数    ４ 件 （12 件）

（　）内は平成 30 年の累計

交通事故発生状況（３月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（３月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

 ５月行事予定表 皐月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 30 振替休日 １ ２ ３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ 子どもの日

【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

今任小歓迎遠足 大任小歓迎遠足

６ ７ ８ ９ 10 11 12
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

We Loveおおとう
(除草作業)

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的13時30分〜
14時30分】

13 14 15 16 17 18 19
大任中PTA
校内除草作業

【中学校 17時～】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

20 21 22 23 24 25 26
花植え
ボランティア

【レインボーホール９時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

２か月児親子
家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 】
※要予約

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

大任小１・４年
交通安全教室

今任小土曜授業
(除草作業)

27 28 29 30 31 2 3
大任中体育会

【中学校グラウンド】
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

身体障がい者
巡回相談

【添田町オークホール
9時30分～】
※詳細は11ページ

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

チャレンジデー
【町内全域 ０時～午後
9時】
※詳細は15ページ

固定資産税
第１期納期限
軽自動車税
納期限

（平成 30 年３月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,668 人  （－ 13）    756 人（＋９） 2,424 人（－４）
女 1,680 人  （－ 15） 1,116 人（＋５） 2,796 人（－ 10）
計 3,348 人（－ 28） 1,872 人（＋ 14） 5,220 人（－ 14）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,499 世帯（ー２）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
各
小
中
学
校
の
入

学
式
の
写
真
で
す
。
中
学
校
で
は
、
３

年
間
を
過
ご
す
学
生
服
に
袖
を
通
し
、

新
し
い
学
校
生
活
に
希
望
と
期
待
を

も
っ
て
い
る
中
学
一
年
生
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
両
小
学
校
で
は
、
初
め
て

の
学
校
に
緊
張
す
る
姿
を
見
せ
な
が
ら

も
、
校
長
先
生
や
来
賓
の
話
を
真
剣
な

表
情
で
し
っ
か
り
と
聞
き
、
新
し
い
学

校
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
先
日
、
八
女
市
に「
い
ち
ご
狩
り
」に

行
き
ま
し
た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
や
め
る
と

心
に
決
め
た
私
。
当
然
、
甘
い
も
の
が

好
き
な
の
で
、
前
日
か
ら
練
乳
と
チ
ョ
コ

ク
リ
ー
ム
を
用
意
し
、
早
朝
か
ら
い
ち
ご

狩
り
へ
。
正
直
、
朝
か
ら
い
ち
ご
を
い
っ

ぱ
い
食
べ
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
食
べ
始
め
る

と
朝
な
ん
て
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
右
手

に
、
は
さ
み
と
ば
け
つ
、
左
手
に
は
練
乳

を
も
ち
、
種
類
す
ら
も
関
係
な
く
、
大

き
な
い
ち
ご
だ
け
を
狙
っ
て
た
く
さ
ん
食

べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
帰
り
に
は
満
開
に

咲
い
た
桜
並
木
が
…
。
桜
並
木
に
向
か
っ

て
全
力
疾
走
す
る
と
、
す
ぐ
に
息
切
れ
。

幸
福
感
と
危
機
感
を
感
じ
た
春
の
一
日
と

な
り
ま
し
た
。（
勇
輝
）

　5 月 30 日、町内全域を対象とした住民参加型スポーツイベント「チャレ
ンジデー」を開催します。「チャレンジデー」とは、15 分間以上続けて運動
やスポーツなどで体を動かした人の数を集計し、住民の参加率を対戦相手
と競い合うイベントです。大任町は昨年に引き続き２回目の挑戦となり、前
回の参加率を上回る記録を目標に取り組んでいきます。皆さん、参加への協
力をお願いします。
■とき　５月 30 日水　午前０時～午後９時
■ところ　町内であれば自宅や学校など場所を問わない
■対象者　チャレンジデー当日に実施自治体にいるすべての人が参加可能

（住民以外にその地域で働く人、通学する人など）　※年齢・性別は問わない
■対戦相手　新潟県 関川村
■参加方法　運動やスポーツイベントなどをした人は、大任町チャレンジ
デー実行委員会本部に報告してください　※報告は１人１回限り
問大任町チャレンジデー実行委員会（事務局 教育課）　☎ 63・3110

健康長寿とスポーツを通じたコミュニティづくり
住民参加型スポーツイベント大任町チャレンジデー 2018

５/30
水

開催●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●2018飯塚国際車いすテニス大会国際交歓会
■とき　５月18日金　18時30分～ 20時30分
■ところ　金田体育館
■内容　飯塚国際車いすテニス大会の出場選手が集
う交歓会が福智町で開催されます。獅子舞等の日本の
伝統文化を披露して、海外の選手たちをもてなします。
問福智町役場 福祉課　☎22・7763

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●第53回英彦山山開き

■とき　５月27日日　11時～
■ところ　英彦山山頂・英彦山神宮奉幣殿
■参加費　無料
■内容　夏山シーズンの始まりを告げる英彦山
山開き。新緑の英彦山は景色も空気も最高です。
皆さんも家族や友人と英彦山を満喫しませんか。
※26日土19時からは、福岡県立英彦山青年の家で前

夜祭を行います

※27日日11時から英彦山山頂と英彦山神宮奉幣殿で記

念手拭いの配布があります

問添田町役場 まちづくり課 観光係　☎82・1236
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おおとう
　　議会報告

2018

３
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 平成 30 年３月定例会が３月２日から
７日までの６日間の日程で開会されまし
たので、その審議内容と結果をご報告い
たします。

 ( ２日 ) の審議経過

記

　３月　２日　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者 1名）
　　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　３月　５日　地域振興常任委員会 （大任町国民健康保険条例の一部を改正する条例について等
　　　　　　  の審査）
　３月　６日　総務常任委員会 （大任町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につい
　　　　　　  て等の審査）
　３月　７日　議会本会議 （出席 10 名、欠席者１名）
　　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
４
番
、松
下
太
君
及
び
５
番
、

佐
々
木
次
男
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
３
月
２
日
か

ら
７
日
ま
で
の
６
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
、
陳
情
書
、
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
は
、
陳
情
書
１
件
、

意
見
書
の
提
出
が
１
件
あ
り
ま
し
た

が
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
向
の
と

お
り
各
議
員
に
配
布
す
る
こ
と
に
致

し
ま
す
。

２
、一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
１
月
22
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
第
４
回
理
事
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
定
期
総
会
の
開
催

及
び
運
営
に
つ
い
て
、
外
４
件
の
協

議
事
項
を
協
議
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

○
１
月
31
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
議
会
定
例
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、専
決
処
分
の
承
認
、

条
例
の
改
正
。
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予

算
。
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
及

び
特
別
会
計
予
算
等
合
わ
せ
て
、
８

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
２
月
19
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
定
期
総
会
」副
議
長
代
理
出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号
平
成

29
年
度
会
務
報
告
外
４
件
の
協
議
事

項
を
審
議
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

○
２
月
19
日
～
20
日「
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
行
政
視
察
」副
議
長
代

理
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
佐
賀
県
嬉
野
市

の「
ひ
と
の
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

事
業
」の
一
環
で
日
本
一
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
で
２
年
連
続
日
本
一
に

輝
い
た
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
施
設
等
の
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
３
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議

会
運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

３
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
の
６
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
１
号

「
大
任
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

か
ら
諮
問
第
２
号「
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」ま
で
の
18
議
案
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る

こ
と
に
決
定
致
し
、
諮
問
第
１
号
・
諮

問
第
２
号「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

は
、
一
括
議
題
と
し
て
本
日
の
本
会
議

で
採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
、

一
般
質
問
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
陳

情
１
件
、
意
見
書
の
提
出
が
１
件
あ

り
ま
し
た
が
、
各
議
員
へ
配
布
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
公
共
施
設
及
び
民
間
企
業
誘
致
調

査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
平
成
30
年
２
月
１
日
視
察
研
修

に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
５
月
に
国
会
で
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成

29
年
度
に
環
境
省
よ
り
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
関
連
の
事
業
が
予
算
化
、

こ
れ
に
伴
い
、
本
町
に
お
い
て
も
、

荒
廃
森
林
再
生
に
伴
う
間
伐
材
等
を

利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
導
入

や
、
雇
用
の
創
出
と
税
収
増
が
期
待

さ
れ
る
発
電
企
業
を
誘
致
す
る
な
ど

を
当
委
員
会
が
協
議
し
、
こ
の
事
業

に
向
け
た
計
画
を
策
定
し
て
い
る
長

崎
県
平
戸
市
に
事
業
導
入
の
課
題
等

に
つ
い
て
、
当
委
員
会
が
協
議
に
出

向
い
た
次
第
で
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
省

と
事
業
の
計
画
や
九
州
電
力
と
本
町

近
隣
の
電
力
関
係
状
況
の
協
議
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
坂
本
年
行
）

○
平
成
29
年
12
月
22
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
平
成
29
年
第
４
回
福
岡

県
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例

会
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
報
告
第
１
号
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
。認
定
第
１
号
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
で
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
認
定
致
し
ま
し
た
。
議
案

に
つ
い
て
は
、
議
案
第
10
号
、
福
岡

県
田
川
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
外
５
議
案
の
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
の
審
議
で
あ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
議
案
第
16
号
、
平
成
29
年
度
福

岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
百
26
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

19
億
７
千
２
百
62
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　

   （
田
中
良
幸
）

○
平
成
29
年
12
月
22
日
開
会
さ
れ

ま
し
た
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
議
会
第
３
回
定
例
会
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
、
し

尿
処
理
施
設
建
設
、
ご
み
処
理
施
設
建

設
、
埋
め
立
て
処
分
施
設
に
関
す
る
進

捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
議
案

第
３
号
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
千
６
百
49
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
２
千
７
百
７
万
３
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
第
１
号
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４
～
日
程
第
21

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

米丸年一 議長 毛利英文 副議長

佐々木次男 議員

松下太 議員

宮本孝一 議員 田中良幸 議員永原髙文 議員

丹村咲男 議員 坂本年行 議員

次谷隆澄 議員

奥永明正 議員
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審
査
内
容

・
議
案
第
２
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
５
号　

町
道
路
線
の
認
定

及
び
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
町
道
と
し
て
64
路
線
を

認
定
し
、
６
路
線
の
区
域
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

町
道
の
認
定
が
何

件
か
あ
り
ま
す
が
、
図
面
が
古
い
で

す
ね
。
新
し
い
図
面
を
も
ら
わ
な
い

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
２
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

町
道
路
線
の
認
定

及
び
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
め

立
て
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
め

立
て
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
１
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

・
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

日
程
第
22

・
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

日
程
第
23

・
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

地域振興常任委員会
５日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

と
分
か
り
に
く
い
で
す
。

○
事
業
課
長　

こ
の
図
面
に
関
し
て

は
、
平
成
８
年
か
ら
更
新
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
更
新
す
る
に
は
飛
行
機
を

飛
ば
す
た
め
、
費
用
が
１
千
万
円
近

く
か
か
り
財
政
と
も
協
議
し
、
見
合

わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
丹
村
委
員　

私
が
言
い
た
い
の

は
、
見
に
く
い
の
で
、
見
や
す
い
土

地
改
良
区
か
ら
来
て
い
る
図
面
を
出

し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
こ
の
領
域
の

中
で
、
か
な
り
の
認
定
が
上
が
っ
て

お
り
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
か
な
り
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど

う
で
す
か
。

○
事
業
課
長　

す
で
に
町
道
認
定
し

て
い
る
場
所
、
公
共
施
設
が
あ
る
場

所
、
生
活
道
路
と
し
て
使
用
し
て
い

る
場
所
を
優
先
し
て
舗
装
し
、
農
道

と
し
て
使
用
し
て
い
た
部
分
に
関
し

て
は
、
後
に
な
る
よ
う
な
計
画
で
進

め
て
い
ま
す
。

○
坂
本
委
員
長　

最
終
的
に
は
す
べ

て
舗
装
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
丹
村
委
員　

何
年
く
ら
い
か
か
り

ま
す
か
。

○
事
業
課
長　

５
年
位
を
目
処
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
に
つ
い
て

は
、
島
台
浄
水
場
に
繋
が
る
島
台
・

灰
ノ
木
線
、
下
元
松
集
会
所
に
繋
が

る
下
元
松
２
号
線
を
30
年
度
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

古
河
工
区
の
島
台
・

灰
ノ
木
線
は
今
年
度
、
大
新
地
や

五
十
石
は
早
く
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

先
に
認
定
さ
れ
て
い
る
所
が
遅
く
、

最
後
に
認
定
さ
れ
て
た
所
が
先
と
い

う
の
は
お
か
し
い
の
で
は
。

○
事
業
課
長　

島
台
・
灰
ノ
木
線
に

つ
い
て
は
、
重
要
路
線
の
２
級
路
線

で
あ
り
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

五
十
石
や
大
新
地
は

早
く
に
認
定
さ
れ
、
早
く
か
ら
要
望

し
て
い
た
。
生
活
用
道
路
で
使
う
道

を
最
優
先
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
浦
野
副
町
長　

分
か
り
ま
し
た
。

生
活
用
道
路
に
つ
い
て
は
優
先
す
る

と
い
う
こ
と
で
町
長
と
協
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
８
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
千
８
百
96
万
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

８
億
３
千
９
百
62
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

一
般
会
計
を
含
め
ま

す
と
、
４
億
７
千
万
円
減
額
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
か
。
参
考

ま
で
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
課
長　

住
宅
の
交
付
金
要

望
が
３
億
円
ほ
ど
配
分
が
つ
か
な

く
、
そ
れ
が
原
因
か
と
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

財
政
調

整
交
付
金
か
ら
の
繰
入
金
が
約
１
億

円
、
住
宅
の
建
設
事
業
債
が
減
額
に

な
り
、
４
億
６
千
８
百
万
円
減
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
９
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
７
千
２
百
12
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
10
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
め

立
て
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

10
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
24
億
８
千
９
百
６
万
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
奥
永
委
員　

進
捗
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

し
尿
処

理
施
設
建
設
の
プ
ラ
ン
ト
業
者
が

決
ま
っ
て
お
り
、
今
月
末
に
資
源
化

装
置
の
一
部
が
完
成
予
定
で
す
。
汚

泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
造

成
工
事
が
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
東

部
縦
貫
線
の
用
地
補
償
は
、
99
％
終

わ
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
処
理
施
設
建

設
地
周
辺
の
環
境
影
響
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
敷
地
整
備
基
本
計
画
を
実

施
中
で
す
。埋
め
立
て
処
分
施
設
は
、

環
境
影
響
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
分
析
結
果
に
よ
り
施
設
建
設
等
を

進
め
て
い
く
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
米
丸
委
員　

仮
設
道
路
は
完
成

し
ま
し
た
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

は
い
、
完

成
し
ま
し
た
。

○
米
丸
委
員　

仮
設
道
路
は
、
ま
た

壊
す
の
で
す
か
。
も
っ
た
い
な
い
で

す
ね
。

○
浦
野
副
町
長　

地
権
者
か
ら
元
の

と
お
り
に
戻
す
と
い
う
条
件
で
お
借

り
し
て
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

最
終
処
分
場
は
何

十
万
㎥
必
要
で
す
か
。

○
会
計
管
理
者　

埋
め
立
て
処
分

場
は
、
国
の
交
付
金
制
度
を
利
用
し

て
整
備
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ
れ 地域振興常任委員会
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別
会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
億
８
千
２
百
43
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
14
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

　

内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
千
９
百
35
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
15
号　

平
30
年
度
大
任
町
し

尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
め
立
て
処

分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

　
内
容
は
、し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・

埋
立
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

74
億
６
千
５
百
１
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
16
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
給
水
戸
数
２
千
４
百
78

戸
、
年
間
総
給
水
量
68
万
７
百
３

立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
収
益
的

収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を

１
億
６
千
２
百
３
７
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

大
任
町
に
ま
だ
石

綿
管
が
あ
り
ま
す
か
。

○
水
道
課
長　

あ
り
ま
せ
ん
。
石
綿
管

は
敷
設
替
工
事
の
起
債
の
償
還
で
す
。

○
米
丸
委
員　

現
在
、
浄
水
場
を

作
っ
て
い
る
が
、開
業
は
い
つ
で
す
か
。

○
水
道
課
長　

平
成
32
年
４
月
を
予

定
し
て
ま
す
。

○
毛
利
委
員　

こ
の
予
算
は
、
料
金

値
上
げ
の
分
も
入
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

○
水
道
課
長　

約
４
千
万
円
の
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
積
立
金
、

起
債
の
償
還
に
充
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
議
は

す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

第
28
回
花
と

し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
・

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ

い
て
の
報
告

※
教
育
課　

小
中
学
校
の
卒
業
式
、

入
学
式
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
つ
い

て
の
報
告

※
事
業
課　

つ
ば
き
団
地
入
居
申
込

状
況
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
報
告

〈
当
委
員
会
で
の
質
疑
等
〉

○
奥
永
委
員　

３
月
４
日
の
読
売
新
聞

の
朝
刊
に
、
過
疎
化
と
高
齢
化
の
町
村

で
は
議
員
の
な
り
手
不
足
と
い
う
こ
と

が
出
て
ま
し
た
が
、
何
か
お
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

他
町
村
で
は
、
歳

費
が
安
く
て
生
活
が
で
き
す
、
議
員

の
な
り
手
が
い
な
い
と
い
う
話
を
聞

き
ま
す
。
議
員
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞

き
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

町
内
に
６
カ
所
の
掲
示

板
が
あ
り
ま
す
が
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ

見
る
に
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
日
数
が

た
ち
す
ぎ
て
下
に
全
部
落
ち
て
汚
い
と

い
う
苦
情
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
対
策

を
お
聞
き
し
た
い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

周
辺
住
民

の
方
々
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
ご
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
対
処
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

総務常任委員会
６日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
１
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、人
事
院
勧
告
等
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
６
号　

福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日

限
り
、
豊
前
広
域
環
境
施
設
組
合
が

解
散
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
を
減
少

し
、
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
７
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
６
千
８
百
６
万
２
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

52
億
２
千
８
百
61
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、

１
億
５
千
万
円
減
額
さ
れ
る
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
で
す
か
。

お
尋
ね
し
ま
す
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

当
初

３
億
５
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
事
業
費
の
確
定
に
伴
い
ま

し
て
、減
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
光
フ
ァ

イ
バ
ー
関
係
の
通
知
が
入
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
全
世
帯
通
知
が
行
く
の

で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

住
民
に
対

し
て
は
、
町
広
報
等
で
周
知
し
て
お

り
ま
す
が
、１
月
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
の
配
線
、
電
線
等
を
張
り
巡
ら
せ

る
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
通
知

が
入
っ
て
い
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、

工
事
関
係
で
の
お
願
い
が
あ
る
の
で

は
な
い
し
ょ
う
か
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
12
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
一
般
会
計
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

53
億
７
千
３
百
96
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
河

川
の
監
視
を
す
る
と
あ
る
が
、
昨
年

の
集
中
豪
雨
で
水
害
が
あ
り
ま
し
た
。

大
任
で
は
、
可
倒
式
の
堰
に
な
っ
て

い
な
い
の
は
、
梅
田
と
大
行
事
の
２

つ
の
堰
で
す
。
上
流
で
水
害
が
あ
っ

た
と
き
、
土
砂
な
ど
が
全
部
流
れ
て

き
ま
す
。
大
行
事
の
堰
の
横
は
成
光

と
東
白
土
で
、
お
金
を
出
し
合
っ
て

砂
を
掻
き
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

国
土
交
通
省
は
い
ろ
い
ろ
と
注
文
を

つ
け
て
き
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
が

す
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
話

を
し
て
ほ
し
い
。

○
浦
野
副
町
長　

分
か
り
ま
し
た
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

ば
15
年
間
分
の
埋
め
立
て
量
を
想

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
15
年

間
で
約
10
万
㎥
埋
め
立
て
量
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
し
、
15
年
後
に

埋
立
処
分
場
を
拡
張
す
る
こ
と
を
想

定
し
た
場
合
は
、
敷
地
面
積
を
十
分

に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

在
策
定
中
の
基
本
計
画
が
で
き
ま
し

た
ら
、
あ
る
程
度
の
数
値
が
固
ま
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
約

10
万
㎥
相
当
で
あ
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

予
定
地
に
は
10
万

㎥
相
当
が
入
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
年
間
に
出
る
ト
ン
数
と
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
が
あ
る
わ
け
で
す
。
15

年
間
で
10
万
㎥
を
満
た
し
ま
す
か
。

余
り
ま
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

設
計
会
社
で
今
、

計
算
を
し
て
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

予
定
地
に
も
う
一
つ

小
さ
な
尾
根
が
あ
り
、
そ
れ
を
削
れ

ば
広
く
な
る
と
思
う
が
。

○
浦
野
副
町
長　

そ
の
こ
と
も
含
め

て
、
広
め
に
す
る
よ
う
な
考
え
で
、

精
査
し
て
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
11
号　

平
成
29
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
用
で
き
る
経
費
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
13
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特総務常任委員会

　
内
容
は
、
地
域
振
興
常
任
会
と
同

じ
で
す
の
で
20
ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い

ま
す
。

※
総
務
企
画
財
政
課　

大
任
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
等
の

外
部
委
員
会
に
よ
る
検
証
結
果
に
つ

い
て
の
報
告（
追
加
）

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。
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議 会 本 会 議
７日開会（審議経過）

議会からのお知らせ

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

次
谷　

隆
澄

　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
30
年
６

月
の
予
定
で
す
。

日
程
第
１
～
日
程
第
16

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　
３
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
12
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
５

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
12

議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　
３
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
６

日
午
前
10
時
か
ら
総
務
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
４
議

案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
１
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
２
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

町
道
路
線
の
認
定

及
び
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

平
成
29
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
16
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
平
成
30
年
第
１
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

●
大
任
町
議
会
議
員
視
察
研
修

　

平
成
29
年
12
月
19
日
～
20
日
、「
大

任
町
議
会
議
員
視
察
研
修
」を
行
い

ま
し
た
。
内
容
は
１
日
目
に
、
福
岡

県
久
留
米
市「
宮
ノ
陣
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」を
視
察
。
２
日
目
は
、
大
分

県
別
府
市「
藤
ヶ
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
」

に
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
大
任
町
議
会
・
公
共
施
設
及
び
民

間
企
業
調
査
特
別
委
員
会

　

平
成
30
年
２
月
１
日
、
荒
廃
森
林

再
生
に
伴
う
間
伐
材
等
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
導
入
や
、
雇
用

の
創
出
と
税
収
増
が
期
待
さ
れ
る
発

電
企
業
を
誘
致
す
る
な
ど
を
当
委
員

会
が
協
議
し
、
こ
の
事
業
に
向
け
た

計
画
を
策
定
し
て
い
る
長
崎
県
平
戸

市
に
事
業
導
入
の
課
題
等
に
つ
い
て

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
第
一
回
定
例
会

　

平
成
30
年
３
月
27
日
、「
田
川
郡

東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
第
一

定
例
会
」が
行
わ
れ
、
田
川
郡
東
部

環
境
衛
生
施
設
組
合
の
議
会
議
員
４

名（
米
丸
委
員
、
毛
利
委
員
、
田
中

委
員
、松
下
委
員
）が
出
席
し
ま
し
た
。
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